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おわりに

n　研究の目的

平成20 年の小学校学習指導要領解説総則編では｢③

自分への自信の欠如や自らの将来への不安、体力の低

下といった課題｣を子どもの実態として挙げている1)。

このことは、日本の子どもは自信がなく、将来に不安

を感じていることを示している。古庄純一(2009) は

独自に開発したQOL  (quality of life)尺度を用いて、

子どもの自尊感情の測定を試みた。その結果、小学生

において、学年が上がるに連れてQOL の得点が下がり、

小学６年生が最低得点であったという結果が示された

2)。さらに、古庄は日本のQOL 測定結果とドイツ及び

オランダにおける子どものQOL 測定結果を比較した

その結果、日本の子どもはドイツ、オランダの子ども

に比べQOL 得点が低いことが明らかとなった3）。この

ことは、日本の子どもの自尊感情が、生活環境や社会

的要因によって低くなっていることを示している。そ

して、その社会的要因の中に学校教育が含まれている

ことはい うまでもない。

さて、生活科の究極的な目標は自立への基礎を養う

ことである。 自立への基礎には３つの側面があるとさ

れている。それは、「学習上の自立」「生活上の自立」

「精神的な自立」である。そのうち「精神的な自立」

について、平成20 年の小学校学習指導要領解説生活編

では、「自分のよさや可能性に気付き、意欲や自信をも

つことによって、現在及び将来における自分自身の在

り方に夢や希望をもち、前向きに生活することができ

る」４）と述べられている。このことから、生活科は、

子どもが「自信」をもち、将来に対して前向きに生活

できるようになることをねらいとしている教科である

ことがわかる。さらに、平成20 年の小学校学習指導要

領改訂において、生活科は、学年の目標 （３）に「自

分自身に関すること」が新たに加えられた。その内容

は「身近な人々、社会及び自然とのかかわりを深める

ことを通して、自分のよさや可能性に気付き、意欲と

自信をもって生活することができるようにする」5）と

されている。これらのことから、日本における、子ど

もの自信の欠如とい う教育的課題を解決する重要性が

生活科においても強調されたと捉えることができる。

そこで、小学校低学年の生活科学習を通して、子ども

が自信をもつことができれば、中学年以降も子どもは

自信をもって生活していくことができるだろうと考え

た。

Ⅲ　研究の概要

第１章 第１節

本節では、学習指導要領にある各教科の目標に子ど

もの 「自信」を育む旨がどのように明記されているか

分析することで、学校教育で子どもの自信がどのよう

に扱われているか分析する。分析資料として、国立教

育政策研究所の 「教育課程の改善の方針、各教科の目

標、評価の観点等の変遷一教育課程審議会更新、学習

指導要領（昭和22 年～平成15 年） －」6）を用いる。

分析の結果、「自信」という文言が明記されていたのは

４ヵ所であった。さらに、各教科において、昭和26

から昭和28 年においては、「自信」という文言が見ら

れるがそれ以降は見られないことが明らかとなった。

子どもの自信を育むことを教科の目標として位置付け
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ているものが少ない中、生活科の目標には「自分の成

長」という自信に類似する文言が明記されていた。

第１章 第２節

生活科の学習指導要領を調査することで、生活科で

は、子どもの「自己概念」を育むとい う視点が、創設

時から、平成20 年の学習指導要領まで脈々と受け継

がれていることが明らかとなった。平成20 年の学習

指導要領で新たに示された、学年の目標（３）には「自

信」とい う文言が明記されており、生活科では、子ど

もの自信を育む重要性が示されていることが分かった。

第II章第１節

「自分自身への気付き」について研究した、前畑朱

里(2006) は子どもの 「自己概念」の発達をまとめて

いる。そこで、本研究では、前畑 （2006）を手がかり

とし、より詳細な 「自己概念」の定義と、その発達に

ついてまとめた。まず、本研究ではジェームズやミー

トらが主張する「社会心理学的理論」を基本的視座と

し、「自己概念」を「自分自身について客観的 に知られ

ているものの経験的集合体であり、他者と自己の比較

や現在と過去の自分の比較による相対的位置づけによ

り規定される」と定義した。また、「自己概念」を自分

自身で意識したり認知したりすることを「自己意識」

と呼ぶこととした。　

小学校低学年児童の発達段階は 「d」児童期 （小学校

低学年）」であり、「ｃ」幼児後期」と 「ｅ」児童期 （小学

校中学年）」の中間点に位置している。「ｃ」幼児後期」

における 「自己概念」の特徴は、他者からどのように

見られているかを気にしながら、自己内対話を通して

「自己概念」を規定し、さらに、他者からの評価から

も「自己概念 」を規定し、その内容は極端で絶対的な

傾向をもつ点である。そして、（ｅ）児童期 （小学校中

学年）」における 「自己概念」の発達的特徴は、「自己

概念」を多面的・相対的に捉え、多様な表現ができる

ようになることである。さらに、前畑(2006) は低学

年児童における「自己概念」の特徴を、「主体的に活動

に取り組む中で、自分の能力を自覚し、自信をもつこ

と、そしてさらには、周りの人とのかかわりの中で、

他者と比較しながら『自己』を理解していくことがで

きる段階であるといえる」7）と述べており、児童期（小

学校低学年）の子どもが「自己概念」を形成する際に。

「他者 」の影響が大きいことを示している。これらの

ことから、（ｃ）幼児後期」から 「ｅ」児童期 （小学校中学

年）」へと発達する（d）児童期 （小学校低学年）」にお

ける子どもの 「自己概念」は、徐々に 「他者」から受

ける影響を増し、絶対的で極端な内容から、相対的な

ものへと移行する段階であると言える。

２

第II章第２節

本 研 究 で は 、「自 己 概 念 」 と同 じ く 、「社 会 心 理 学 的

理論」をもとに、「自尊感情」を「自分に対する肯定的

ま たは 否 定的 な 態 度 で あ る。『 自 己概 念 』を 自己 評 価 す

る こ とで 育 ま れ 、『社 会 的 自 尊 感 情 』 と『基 本 的 自尊 感

情 』 とい う２つ の 内 包 的 な 意 味 が存 在 す る 」 と定 義 し

た 。「社 会 的 自 尊 感 情 」 と は、社 会 的 基 準 で 自己 評 価 を

行 うこ と で 得 ら れ る 「自 尊 感 情 」で あ る。 一 方 、「基 本

的自尊感情」とは社会的な基準をもたず、自己内基準

で 自 己 評 価 を 行 う こ と で 得 られ る「自尊 感 情 」で あ る。

ホ ープ(1992) は 「子 ど も達 自身 の コ ン ビ テ ン ス と

他人から受ける是認との両方が彼らの自尊心の基礎と

な る 」8 ）と し て い る。 こ れ は 、 自尊 感 情 に 「コン ビ テ

ン ス （能 力 ）」 と 「他 者 か ら の 是 認 （他 者 評 価 ）」 の ２

つ の 形 成 要 因 が存 在 し て い る こ と を 示 して い る。 そ こ

で 、 本 研 究 で は 、 こ の ２つ の形 成 要 因 に 着 目 し 、 自 尊

感 情 の 形 成 要 因 を 探 る こ と と し た。

ま ず 、ホ ー プ が述 べ る 「コン ビテ ン ス （能 力 ）」は バ

ンデ ュ ー ラ が述 べ る よ うな 「自 己 効 力 感 」 に 類 似 す る

概 念 と解 釈 し た。 つ ま り 、 子 ど もが 自 分 の 能 力 を 信 頼

し 、 結 果 を期 待 す る こ と で あ る。 こ の こ と を 、 本 研 究

で は 「自 己 有 能 感 」 と し た。

次 に 、「他者 か ら の 是 認 （他 者 評 価 ）」 は 、 北 島 貞 一

が 述 べ る よ うな 「自 己 有 用 感 」 に 類 似 す る 概 念 と解 釈

し た。 北 島 貞 一(1999) は 「自 己有 用 感 」 を 「自 分 の

属 す る集 団 の 中 で 、 自 分 が どれ だ け 大 切 な 存 在 で あ る

か と い うこ とを 自分 自身 で 認 識 す る こ と」9 ）と 定 義 し

てお り 、 本 研 究 で も 北 島 の 主 張 に 倣 うこ と と す る。

そ し て 、本 研 究 で は「自 己 有 能 感 」と「自 己 有 用 感 」

を 合 わ せ た もの を 「自 己 肯 定 感 」 と し、 子 ど も の 自信

を 育 む た めの 中核 とな る概 念 と し た 。 こ こ ま で 述 べ て

きた諸概念の関係性を図１に示す。

「自尊 感 情 」 は 人 間 の発 達 と と もに 、 そ の 性 質 が 異

なる。森口兼二(1993)は、自尊心の発達を「半社会

的自尊心」、「社会的自尊心」、「創造的自尊心」の３つ

に 分 け て い る。 コー ル パ ー クの 道 徳 性 調 査 の 結 果10 ）

と照 ら し 合 わ せ て み る と 、 小 学 校 卒業 程 度 に お い て も

子どもは「社会的自尊心」まで発達することが少なく、

ほ と ん ど が 「半 社 会的 自 尊 にヽ」 で あ る と考 え ら れ た。

「半社会的自尊心」とは、自己評価の基準が他律的で

そ の範 囲 が 保 護 者 に 代 表 され る ご く 狭 い 範 囲 に 限 ら れ

た安 定性 の 低 い 「自 尊 感 情 」 で あ る。

こ の 前 提 と 「自 己 肯 定 感 」 の 形 成 要 因 で あ る 「自 己

有 能 感 」と「自 己 有 用 感 」に 着 目 し な が ら、「自 己 概 念 」

と 同 様 に 「自 尊 感 情 」 の 発 達 段 階 に つ い て 考 察 した。

そ の 結 果 、子 ど もは 発 達 す る につ れ 、「自 己有 用感 」が

「自尊 感 情 」 の 形 成 に 大 き く 寄 与 す る よ うに な っ て い

る と考 え ら れ た。 こ の こ と か ら 、 児 童 期 （小 学 校低 学

年 ）の 「自 尊 感 情 」の 特 徴 は 、幼 児 後 期 に 存 在 す る 「自

己 有 能 感 」 に つ い て の 「楽 観性 」 と 、 児 童 期 （小 学 校



中学年）以降の他者からの評価を意識する「自己有用

感」に重きを置く傾向の中間地点に存在しているとい

う点であると言える。そして、教師はその両者を意識

して子どもの「自己肯定感」を高める必要がある。

図１　諸概念と「自己肯定感」の関係性

第II章第３節

梶田叡一(1985) は子どもの自己概念を構成してい

るものを 「①自己の現状 の認識と規定」、「②自己への

感情と評価」、「③他者から見られていると思う自己」、

「④過去の自己についてのイメージ」、「⑤自己の可能

性・志向性のイメージ」とい う５つのカテゴリーに分

けている。 11）さらに、梶田は、この５つのカテゴリー

を細分化し、15のサブカテゴリーを作成し従来の主要

な理論や概念（アイデンティティーや自己評価的意識、

達成動機など）との大まかな対応関係を表している。

本研究では、梶田の示した対応関係を手がかりとして、

「自分自身への気付き」の構造をまとめた（図２）。

３

材がどのような教育的効果をもっているかとい う「教

材観」である。そして、３つ目は、「子ども観」と「教

材観」を合わせ、どのような流れをもつ単元にするか

という「単元観」である。奈須正裕(2003) は経験単

元について「子どもにとって意味のある問題解決活動

のまとまりを基盤に単元を構成する考え方」12）と述べ

ている。このことから、具体的な活動や体験を学習活

動の中心に据える生活科の授業づくりにおいて、授業

者がどのような 「子ども観」のもと、授業づくりに取

り組むかが重要であると言える。「生活科における『自

己肯定感』 を高める仮説」について述べる以上、その

仮説が生活科の授業観から外れていては意味がない。

そのため、本研究ではどのような 「子ども観」に立つ

かについて述べる必要がある。そこで、本節では、「子

どもが自信と意欲をもってものごとに取り組み、仲間

と協力して社会の福利に貢献するように動機づける」

ことを目標とする、「アドラー心理学」を手がかりとし

て、子どもの自信を育むために教師がもつべき「子ど

も観」について述べることとする。

アドラー心理学では、人間の成長・発達を促す力を

２つ挙げている。１つ目は「優越性の追求」、２つ目は

「共同体感覚」である。「優越性の追求」について古庄

高（2011 ）は「私たち人間には＜優れたものでありた

い＞という欲求があります。人間として価値のあるも

の、より有能な者でありたいという気持ちです。生物

的な存在としても、あるいは社会的な存在としても＜

優れたものでありたい＞というこの欲求は、人間が成

長・発達していくうえで、もっとも重要な働きをしま

す」13）と述べており、アドラー心理学では、人間を常

に、「よりよい自分になりたい」という前向な存在であ

ると捉えていると分かる。これは 「劣等感」とい う言

葉で表現されることもある。

「共同体感覚」について古庄 （2011）は 「人間が成

長・発達していくうえで、もっとも基本的な働きをす

るもうひとつの欲求は集団への所属欲求でも この所

属欲求はアドラー心理学のもっとも重要な概念である

＜共同体感覚＞にもとづいています。共同体感覚とい

う言葉は耳慣れない言葉ですが、＜人間は社会的な存

在である＞＜人間は人間を求める＞＜人間は共同社会

の外でひとりで生きていくことはできない ＞という事

実のもとになっている感覚を表しています」14）と述べ

ており、アドラー心理学では人間を他者を求め、集団

の中で生きていくことを求めている存在であると捉え

ていると分かる。アドラー心理学では、このような２

つの成長動機を 「勇気づけ」によって支えることで、

子どもが自信をもって前向きに生きることができると

している。このようなアドラー心理学的な「子ども観」

は生活科の教科的特徴に適応しぺ=す いため、本研究で

はアドラー心理学的な「子ども観」に立つこととする。

また、アドラー心理学では、子どもは「共同体感覚」

図２「自分自身への気付き」の質的な高まりの構造図

第Ⅲ章 第１節

授業は大きく３つの要素から構築される。１つ目は、

学級の子どもがどのような実態にあり、単元を通して

どのような資質・能力を育むことをねらいとするかと

いう「子ども観」である。２つ目は、授業で用いる教



を高め、成長していくことをねらいとしている。その

ため、子どもが過度な競争意識をもつことに対しては

否定的な立場である。そして、大人には子どもの存在

を無条件で肯定し、受容する姿勢が求められる。その

ため、本研究では、「基本的自尊感情」の育成をねらい

として、仮説を立てることする。

第Ⅲ章 第２節

「自己効力感」の形成に影響する要因は４つある。

１点目は 「行動遂行」、２点出 ま「代理経験」、３点目

は「言語的説得」、４点目は「情動の喚起」である。そ

のうちで、最も 「自己効力感」の形成に影響を与える

ものは「行動遂行」である。上田恵津子(1997) は「行

動遂行とは、実際に行動を経験することである。たと

えば、比較的容易な課題を用いて行動させ、とにかく

成功経験を持たせて『できたこと』を強調し、何かで

きたのか、どこが良かったのかを評価させることによ

って自己効力感を高めることである」15）と「行動遂行」

について述べている。このことから、実際に行動して

得た成功体験が、子どもの 「自己効力感」の形成につ

ながることが分かる。ここで言 う「成功」とは、社会

的に認められるもののみを意味するわけではない。大

切なことは、子どもが主観的 に捉えた「成功」であり、

子どもがそれを実感することである。ただし、バンデ

ューラ(1997) は、「たやすく成功するような体験のみ

であれば即時的な結果を期待するようになるし、失敗

するとすぐ落胆してしまうだろう。効力感の強さには、

忍耐強い努力によって障害に打ち勝つ体験が要求され

る」16）と述べており、安易な成功体験が強い「自己効

力感」を育むわけではないと言える。これらのことか

ら、より確かな「自己有能感」を育むためには、「ある

程度の困難」を乗り越える体験が求められると考えら

れる。そこで、豊橋市立東田小学校における竹内佳奈

教諭の実践（平成23 年 第２学年 実施）「飛んでい

け　 遠くまで　 わたしだけのゴムロケット」の実践分

析を通して、生活科で子どもが「ある程度の困難を乗

り越えられるような体験」とはどのような体験である

か考察することにした。

実践事例分析の結果、子どもにとっての「ある程度

の困難」とは、「切実な問題意識」をもつということで

あると考察された。「切実な問題意識」とは、子どもが

「願い」を叶えるために行ったことがうまくいかない

ときに抱える問題意識である。そして、「切実な問題意

識」が生まれる過程は２つ存在することが考察された。

１つ目は、学習対象と繰り返しかかわる中で、子ども

の「願い」が生まれ、それを叶える中で「切実な問題」

にぶっかる過程である。 ２つ目は、子どもの「成功体

験」により高まった､「自己有能感」が、新たな「切実

な問題」を生み出す過程である。そして、子どもは「切

実な問題」を自分の手で乗り越えることで、「自己有能

４

感」を高めることができる。以上のことを「図３『自

己有能感』が高まる過程」に示す。

図３　「自己有能感」が高まる過程

子どもは対象と繰り返しかかわり試行錯誤する中で、

「切実な問題意識」をもっ。そして、子どもが試行錯

誤するためには、子どもと対象がかかわる時間や 材料

などの学習環境を充実させる必要がある。

また、活動中、子どもがくじけそうになり、無力感

を感じているときに、教師は子どもにその困難を乗り

越える視点を示し、子どもが自らの手で問題を解決で

きるように「勇気づけ」する姿勢が［自己有能感］を

高めるために効果的であると考えられる。

以上ことをまとめ、本研究で［自己有能感］を高め

る仮説①とする。

１．対象とかかわりを深める時間的・空間的な学習環

境を充実させ、子どもが［切実な問題］をもてる

ようにする。

２．子どもが自らの手で［切実な問題］を解決できる

よう、教師が「勇気づけ」を行う。

第Ⅲ章 第３節

「自己有用感」は他者 とのかかわりの中で高まると

考えられる。その他者は大きく大人と子どもに分けら

れる。子どもと大人とのかかわりは、先述したような

「勇気づけ」による支援が考えられる。また、子ども

どうしのかかわりは何か共通の目的に向かい仲間と共

同で活動する中で、自分が人の役に立てたり、友だち

のおかげで困難を乗り越えることができたと感じたり

することができるようなかかわりをする中で「自己有

用感」が高まると考えられる。そこで、具体的にどの

ようなかかわりが「自己有用感」を高めることができ

るのか、名古屋市立瀬古小学校における松本伸吾教諭

の実践（平成22 年 第２学年 実施）「できるように

なったよ　こんなこと」の分析を通して考察する。

分析の結果、自分の能力やコッが相手の役に立った

ことを実感でき、「共同体感覚」が高められるような［肯

定的な交流活動］が 「自己有用感」を高めるために効



果的であると考えられた。以上をまとめ、本研究にお

ける「自己有用感」を高める仮説②とする。

１．大人は子どもに無条件で受容されているという

信頼感を与える

２．教師は活動の際、子どもに「勇気づけ」を行う。

３．子どもどうしが学び合い、仲間の役に立てたこと

を実感したり、仲間の優れた面に気付いたりでき

るような「肯定的な交流活動」を設定する。

第Ⅲ章 第４節

本節では、どのような振り返り活動が自己評価する

上で効果的か、名古屋市新明小学校における前畑朱里

教諭の実践（平成19 年度　 第２学年 実施）「しんめ

いの町　 大すき」の実践分析を通して考察する。また、

自己評価する際、その内容を記述により表現させるこ

とが効果的だと考えられるが、小学校低学年児童は具

体的にどのような記述方法が効果的か岐阜県多治見市

立小泉小学校における田中祐子教諭の実践（平成20

年度実施）「あきとあそぼう、おもちゃはくらんかい」

の振り返りの場面で用いられたワークシート（田中教

諭はこのワークシートを「ふりまカード」と呼称する

ため、本研究でもそのように呼称する

記述を分析し考察する。

まず、前畑実践の分析から、単元終了時のみの振り

返りだけでなく、活動ごとや、活動の小さなまとまり

ごと、そして、単元終了時にそれぞれで振り返り活動

をスモールステップで行うことが子どもの自己評価を

手助けし、「自己肯定感」を高める上で効果的であるこ

とが示された。また、子どもが活動を振り返る際に、

具体的な手がかりとして、写真や映像があると振り返

りやすいことが示された。

次に、田中実践から、活動終了後に自分の気持ちを

選択させ、その理由を自由記述させる「自己評価カー

ド」を用いて振り返り活動が「自己肯定感」を高める

上で効果的であると考察された。以上のことを 「仮説

③：低学年児童にとって効果的な振り返り活動」とし

て、生活科で「自己肯定感」を高める仮説とする。

１．具体的な手がかりとして、写真や映像を用いて

振り返りを行う。

２．振り返り活動をスモールステップで行う。

３．「自己評価カード」を用いて、活動終了後に自分の

気持ちを選択させ、その理由を自由記述させる。

第IV 章 第１節

１　教材の選択

本実践では、身近な草花を扱う自然遊びとして、「色

水遊び」に着目した。 植物体から抽出した色水の鮮や

かさ、美しさは、子どもの感 幽こ訴え、関心・意欲を

高め、草花とのかかわりを深めようとする姿を引き出

５

すことが期待できる。さらに、「色水遊び」は身近な草

花を用いて色水を作ることができ、色水の出し方を工

夫することができる。また、色水に様々なものを加え

て色を変化させる「色変え遊び」をすることで、子ど

もは自然の不思議さや美しさを実感することができる。

これらの活動の中には、自分の思いや願いを達成する

ために、様々な方法を用いて、試行錯誤していく子ど

もの姿が期待できる。

第IV章 第３節

アンケート結果から、実践の前後で 「基本的自己肯

定感」の高まりが見られた子どもの割合が約２倍にな

っていたことから、本実践を通して、子どもは「基本

的自己肯定感」を高めることができたと考えられる。

また、抽出児であるＫ児の変容を分析すると、「切実な

問題」を自分の手で解決することにより、「自己有能感」

を高めることができた。また、Ｌ児とＭ児は［肯定的

な交流活動］を通して、「自己肯定感」を高めることが

できた。

第IV 章 第４節

Ｋ児の変容から、「手立て①: 試行錯誤を支える学習

環境の充実」及び「手立て②: 教師による「勇気づけ」

の有効性が検証された。また、Ｌ児とＭ児の変容から、

仮説で述べた「肯定的な交流活動」も有効である可能

性が示された

しかし、すべての子どもから「自己肯定感」の高ま

りを測定することはできず、質問紙調査での「自己肯

定感」の測定の限界が明らかとなった。また、すべて

の子どもが「肯定的な交流活動」をする機会をもてた

わけではなく、手立てとしては不十分であると考えら

れた。さらに、「手立て③：「自己評価カード」を用い

た振り返り活動」では、子どもが自分自身について認

識する手がかりが少なく、機能しなかった点が課題と

して挙げられた。

第Ｖ章 第１節

１　教材の選択

本実践が可能な時期は平成25 年の１月下旬から３

月上旬であったことを踏まえ、教師は子どもがこれま

での成長を振り返り、未来に向かって前向きに生活し

ていけるようにしたいとい う願いをもった

そこで、本単元では、子どもが自分の成長に目を向

けやすくするために、「自分うつし」を用いた活動を主

軸として学習を深め、子どもの「自己意識」の深まり

を支えることとした

２　 「自己肯定感」を高める手立て

（１）「手立て①：視覚化した自分の成長」

（２）「手立て②：肯定的な交流活動」



３　単元計画

第Ｖ章 第３節

本単元で子どもが記述した 「なったよカード」を

「Ａ：身体的」、「Ｂ：能力・技能的」、「Ｃ：精神的」

な成長という３つの視点から類型化した。この類型化

を通して、「第II節第１節　発達段階から考える子ども

の「自己概念1」で述べた児童期（小学校低学年）の子

どもがもつ「自己意識」の特徴を具体的な姿から捉え、

その傾向をつかむことができる。分析の結果、児童期

（小学校低学年）は 「Ｂ: 能力・技能的」な成長に自

覚的である傾向が示され、自分の成長について考えを

深める中で、「Ａ: 身体的」と 「Ｃ: 精神的」な成長に

気付き、「自己意識」の幅を広げることができると考え

られた。さらに、「過去の自分」と「現在の自分」を比

較し、各成長についてその内容を質的に深めることが

できると考えられた。また、子どもの性別を分けて分

析すると、男子は「自己有能感」、女子は「自己有用感」

の形成につながる「自分自身への気付き」を得やすい

と考えられた。

第Ｖ章 第４節

Ａ児は 「手立て①：視覚化した自分の成長」を手が

かりに「自己意識」を深め、「自己肯定感」を高めてい

ったこの変容から、手立て①の有効性が言える。

また、Ｂ児は第10 時における 「すてきシール」を

用いた交流活動の際、Ｂ 児はたくさんの「すてきシー

ル」を友だちから貼ってもらい 「自己有用感」を高め

ていた。このような姿は、他の子どもにも多く見られ、

「手立て②：肯定的交流活動」の有効性が示された。

第Ｖ章 第５節

本単元を通して、多くの子どもから「基本的自己肯

定感」を高め、「精神的な自立」の育まれた姿を見取る

６

ことができた。その一方、本実践研究では、すべての

子どもに「自己肯定感」の高まりが見られたわけでは

ない。その理由としては、子どもの成育歴による影響

が考えられた。

IV　 まとめ

本研究は、生活科で高める「自己肯定感」を定義し、

それを高める仮説を考察した。さらに、仮説をもとに

具体的な手立てを考案し、生活科の授業を計画し、実

践を行った。そして、実践分析を通して、手立ての効

果を授業場面や子どもの変容などから検証できたこと

に価値があると考える。

また、本研究を通して、「自分自身への気付き」の構

造をまとめ、その質的な高まりの中核として「自己肯

定感」が存在する可能性を示すことができた。

本実践で、［自己肯定感］を高めた子どもは、生活科

だけでなく、学校生活全体で自信をもち、意欲的に活

動している姿が多く見られた。子どものより良い自分

になりたいとい う思いや、意欲的に活動する姿は、自

分を肯定的に評価する「自己肯定感」に支えられてい

る。教師には子どもの「自己肯定感」の高め、「自立へ

の基礎」に向かっていく姿を支援する姿勢が望まれる。


